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ま
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す
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こ
こ
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憲
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を
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め
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す
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今年の春入学したばかりの一年生も夏休みを終え、すっかり 小学生らしく
成長しました。

二学期を迎えた子供たちは、勉強に遊びにがんば、っ ています。

(写真は、教室で水中夕、、ンスの練習をする一年生・ー北小学校で)
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112，193人

男 54，696人

女 57，497人

世帯数 33，625世帯

( )内は前月比です
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主な内容

水洗化で快適な生活を 1..

国勢調査にご協力をー・

「施設を見る会」にご参加をー・

心身障害者作品展示会と障害者大行進・・・・

勤労背少年ホームの後期講座受講生募集・.

ご寄付お札 -

9ページふるさとフェステノぐル年々盛大に・
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じで快適な生活を!

く第20回全国下水道促進デー・9月10日〉
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下
水
道
は
、
水
路
や
河
川
な
ど
の
汚

れ
を
防
ぎ
、
私
た
ち
の
環
境
を
き
れ
い

に
し
て
、
衛
生
的
で
快
適
な
文
化
生
活

を
約
束
し
て
く
れ
る
大
切
な
施
設
で
す
。

こ
の
下
水
道
の
整
備
促
進
と
家
庭
の

水
洗
化
普
及
を
図
る
た
め
、
九
月
十
日

「
全
国
下
水
道
促
進
デ

l
」
が
行
わ
れ

ま
す
。第 :

期;
主整 j
jE備 ;
ご工 :

孟事;
む

市
は
、
四
十
二
年
、
公
共
下
水
道
事

業
に
着
手
し
て
か
ら
昨
年
ま
で
に
、
市

街
地
中
央
地
区
の
整
備
を
ほ
ぼ
終
え
、

第
二
期
の
東
部
、
西
部
、
却
団
地
の
整

備
工
事
を
着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
の
費
用
は
、
約
五
十
四
億

円
で
、
二
百
九
十
八
れ
ク
タ

l
ル
に
下

水
道
管
を
埋
設
し
、
一
日
二
万
四
千
ト

水
洗
化
工
事
は
、
市
の
指
定
し
た
「
下

水
道
指
定
工
事
庖
」
で
な
い
と
で
き
ま

ン
の
汚
水
を
処
理
す
る
施
設
を
完
成
し

ま
し
た
。

ま
た
、
第
二
期
の
地
区
の
皆
さ
ん
に

は
、
昨
年
か
ら
受
益
者
負
担
金
を
五
年

間
に
分
割
し
て
、
納
入
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

水
洗
化
普
及
率

八

0
・
四
%
一

市
で
は
、
下
水
道
使
用
地
域
の
皆
さ

ん
に
一
日
も
早
く
快
適
な
生
活
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
水
洗
化
の
普
及
を
積

極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に
、

使
用
可
能
戸
数
五
千
八
百
九
戸
の
う
ち

八
0
・
四
%
の

四
千
六
百
七
十

二
戸
の

皆
さ
ん
が
使
用
し
て
お
り
、
自
治
会
別

の
普
及
状
況
は
、
八
O

%
以
上
が
二
十

六
自
治
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
水
洗
化
さ
れ
て
い
な
い
皆
き
ん

は
、
千
百
三
十
八
戸
、
一
九
・
六
%
で

す
。
こ
う
し
た
皆
さ
ん
に
は
、
い
ろ
い

ろ
事
情
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

清
潔
な
環
境
づ
く
り
と
下
水
道
施
設
を

有
効
に
利
用
す
る
う
え
か
ら
、

一
日
も

早
く
水
洗
化
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。雑

排
水
は
六
か
月
以
内

便
所
は

三
年
以
内
に
水
洗
化

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
と、

勝
手
や
ふ
ろ
場
か
ら
出
る
雑
排
水
と
浄

化
そ
う
は
六
か
月
以
内
、

く
み
取
り
便

所
は
三
年
以
内
に
水
洗
化
す
る
こ
と
が、

下
水
道
法
と
条
例
に
よ
り
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
近
い
う
ち
に
改
築
や
移
転
の

計
画
が
あ
る
、
な
ど
特
別
の
理
由
な
し

に
水
洗
化
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
罰
則

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

下
水
道
の
普
及
に

つ
れ
て
、
市
内
の

河
川
が
き
れ
い
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

魚
の
住
む
澄
ん
だ
川
を
と
り
も
ど
し

清
潔
で
美
し
い
ま
ち
に
す
る
よ
う
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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水
洗
化
普
及

専
門
相
談
員
に

お
気
軽
に
ご
相
談
を

第一

市
は
、
水
洗
化
の
普
及
を
進
め
る
た

一
め
、
下
水
道
課
に
「
水
洗
化
普
及
専
門

一
相
談
貝
」
を
置
き
、
下
水
道
使
用
可
能

]
/
地
域
で
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
た
め
水

日
u
日
円
間
一
削
洗
化
で
き
な
い
で
い
る
皆
さ
ん
の
ご
相

続
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

制
叫
借
地
、
借
家
、
経
済
的
な
こ
と
な
ど
、

ほ
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

一

だ
さ
い
。

一
相
続
先
:
下
水
道
課

(
告
⑫
4
1
0
0

だ

内

線

3
5
7
)
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水
洗
化
資
金

二
十
五
万
円
融
資

水
洗
化
工
事
に
必
要
な
資
金
と
し
て

各
自
治
会
の
積
立
組
合
に
加
入
し
て
い

る
皆
さ
ん
は
、
二
十
五
万
円
ま
で
融
資

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

返
済
は
、
四
十
八
か
月
の
均
等
償
還

で
、
年
利
率
は
八
%
で
す
が
、
こ
の
う

ち
市
が
三
・
二
五
%
の
利
子
補
給
を
行

い
ま
す
か
ら
本
人
の
利
子
負
担
率
は
四
・

七
五
%
と
低
利
で
す
の
で
、
ご
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
自
治

会
積
立
組
合
へ
お
願
い
し
ま
す
。

水
洗
化
工
事
は
指
定
工
事
庖
へ

水
洗
化
工
事
は
、
市
の
指
定
し
た
「
下

水
道
指
定
工
事
庖
」
で
な
い
と
で
き
ま

せ
ん
。指
定
工
事
庖
へ
依
頼
す
る
と
、
設
計
、

見
積
も
り
ゃ
市
へ
の
諸
手
続
き
な
ど
い

っ
さ
い
代
行
し
、
責
任
あ
る
工
事
を
行

い
ま
す
。

工
事
の
単
価
は
、
す
べ
て
市
が
指
定

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
各
工
事
庖
に
よ

っ
て
単
価
が
異
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
工
事
が
終
る
と
、
精
算
書
と
と
も

に
完
成
届
が
市
に
提
出
さ
れ
、
市
の
検

査
が
済
む
と
使
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
:
下
水
道
課
(
宮
⑫
4
1

0
0
内
線
3
5
7
)

下水道促進デ一行事予定表

月日 行事予定など 内 m廿』

27指定宿主、主任技術者、配管伎能者など80
9月4日(柄 下水道指定工事庖会議 名を対象に、水洗化普及促進、排水設備工事

の施工について研修討議します.

食品、飲食、接客、藁品、理美容などの木洗化

9月8日(月) 食品衛生関係者講習会 未施行者150庖を対象に、保健所と市内共催
で、水洗化促進趣旨の徹底を図ります.

o下水道自己資金積立組合長会 口市内33自治会的代表者会識を行し¥ 水洗化
9月10日(7)c) o下水道促進デーPR

の普及促進と資金円融資について協議します
口市t指定工事庖組合同共憧で宣伝カ で市民PRをします.

9月1日(月)ー 0水洗化普及相談所開設

20日出 0下水浄化センター開放

勝
手
や
ふ
ろ
場
か
ら
出
る
雑
排
水
と
浄

( 55年7月31日現在)

工 事 庖 名 {主 戸斤 電 話 自治会名 使用可能戸数 使用申請戸数 未改造戸数 普及率%

0 横 町 207 171 36 82.6 
株式会社宮 島鉄工所 天神 2-2-3 (22) - 2655 0 海 野町 185 162 23 87.6 

株式会社 宮下 組 踏入 2-1-17 (22) - 0271 O 原 町 171 140 31 81.9 

O 袋 町 152 132 20 86.8 
合資会社石井設備工業 天神 2- 3 -12 側一 0302 0 馬場 町 211 193 18 91.5 

株式 会社工藤商会 下之郷乙 294-5 (38) - 6965 ofE 町 57 52 5 91.2 
0 丸沼町 201 179 22 89.1 

有限 会社 団丸工務所 常磐城6-11-13 。自 3412 O 木 町 178 166 12 93.3 

上野 設 備株式 会社 中央北 2-1 -20 凶-8022 0 北大手 125 109 16 87.2 

0 南天神町 372 301 71 80.9 
有限会社大屋設備工業 大屋236-20 側 - 0217 泉 平 105 73 32 69.5 

株式会社昭和設備工業 中央 2-24-22 凶-3911 北天神町 380 294 86 77 .4 

0 松尾 町 110 92 18 83.6 
株式会社信和 常磐城 3一13一17 凶-3311 。 鷹 匠 町 135 116 19 85.9 

宮 坂 管 工 中央 5-10-13 凶 - 8091 0 本 町 151 132 19 87.4 

0 末広町 102 101 1 99.0 
唐沢設備工業 大字住吉1577 (24) - 2602 0 大手町 337 308 29 91.4 

トキワギ水道工事庖 常磐城 6-9 -10 側 一 1343 0 下川原柳町 91 86 5 94.5 

愛宕町 185 146 39 78.9 
中央 設備工業 常国 2-22-32 ω-2853 0 上鍛冶町 60 48 12 80.0 

岩 瀬 設 {薦 林之郷331 側 一 3741 0 鍛冶町 261 225 36 86.2 

0 上房山 114 99 15 86.8 
株式会社川上高会 大手 2-4 -48 凶 - 0858 0 下房山 159 134 25 84.3 

春原建設株式会 社 住吉1767 (22) - 7018 O柳 町 52 45 7 86.5 

上紺屋町 135 95 40 70.4 
日本ガス水道株式会社 天神 4-29-3 白司 - 4434 上常国 318 179 139 56.3 

長野プロパンガス株式会社 国分542 (22) - 5518 0 中常国 316 254 62 80.4 

0 下常国 135 109 26 80.7 
有限会社本州管工 蒼久保1543-4 。司 1054 北常国 287 215 72 74.9 

有事良会社 中村商 会 天神 1-6-6 ω-0941 林木町第 l 158 101 57 63.9 

0 染 屋 2 2 。 100 
有限会社城南ガス設備 上田原435 (22) - 5123 0 下紺屋町 40 39 1 97.5_ 

二L 設 {精 秋和882-3 側一 6593 諏訪部 58 32 26 55.2_ 

0 卸団地 57 57 。 100 
ニ栄工・業有限会社 中央東 1-13 白母一 1256 上川原柳町 18 5 13 27.8 

~t 原 設 備 緑が丘 2-6 -21 包4)- 1797 新 町 38 19 19 50.0ーー

西 脇 33 22 11 66.7 _ 
妹式会社トーワ管工 住吉59-2 間-6249 踏 入 6 3 3 50.0_ 

{ 邑 之 上 設 備 1 芳田1040 。4)- 0486 付木町第2 107 35 72 32.7 
ぷ口弘、 計 5，809 4，671 1，138 平的 8.Q1__

場設備保式会社 古里字柳町42-5 包司 - 0521 0印は800."以上普及率

自治会別下水道普及状況下水道指定工事庖一覧表
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国
勢
調
査
に協

長野県総人口

の懸賞募集

券
}

可，守

、ー

力

10 

月

日

~J<) 

〔
企
画
調
整
課
統
計
係
宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
2
8〕

高
齢
化
社
会
と
い
わ
れ
る
わ
が
国
の
実

状
、
人
口
移
動
の
実
態
な
ど
に
重
点
が

お
か
れ
、
現
在
わ
が
国
が
抱
え
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
具
体
化
し
、
そ
の

解
決
策
を
検
討
す
る
た
め
の
重
要
な
調

査
で
す
。

皆
さ
ん
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査

票
は
、
国
や
県
に
お
い
て
集
計
さ
れ
、

随
時
そ
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
国

や
都
道
府
県
、
市
町
村
な
ど
は
、
そ
の

調
査
結
果
に
基
づ
き
、
今
後
の
行
政
を

進
め
る
上
で
の
資
料
と
し
ま
す
。

本
年
十
月
一
目
、
全
国
い
っ
せ
い
に

第
十
三
回
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
全
体
の
人
口

や
都
道
府
県
、
市
町
村
ご
と
の
人
口
を

正
確
に
は
握
す
る
た
め
ば
か
り
で
な
く
、

男
女
別
、
年
齢
別
、
産
業
別
、
職
業
別

な
ど
の
構
成
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
特
に
、
今
固
め
調
査
で
は
、

え

調
査
員
が

号一一一(景抑制劉)一一一広報う

お
伺
い
し
ま
す

九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で

の

聞
に
、
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
に
調

査
票
を
お
配
り
し
、
記
入
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
調
査
票
に

ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
を
他
に
も
ら

し
た
り
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
す

る
こ
と
は
、
法
律
に
よ
り
固
く
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
り
の
ま
ま
を
ご

記
入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
記
入
後
の
調
査
票
は
、
十
月

一
日
か
ら
五
日
ま
で
に
調
査
員
が
伺
い
、

取
り
集
め
ま
す
。

今
回
の
国
勢
調
査
が
、
一
人
の
も
れ

も
な
く
実
施
で
き
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

t 第 822
号~

さ力目を

822 

長
野
県
で
は
、
本
年
十
月
一
日
現

在
で
行
わ
れ
る
第
十
三
回
国
勢
調
査

の
本
県
総
人
口
を
、
次
の
と
お
り
懸

賞
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
・
・
・
県
内
に
居
住
す
る
人

募
方
法
:
・
①
官
製
は
が
き
に

「長

野
県
総
人
口

O
O人
」
と
記
入
し
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。
②
は
が
き
一

枚
に
一
回
答
と
し
ま
す
。
③
郵
便

局
の
消
印
が
な
い
も
の
は

と
な
り
ま
す
。

応
募
先
:
・
干
3
8
0

長
野

南
長
野
字
幅
下
六
九
二
|

野
県
総
務
部
情
報
統
計
課

締
切
日
・
・
・
九
月
三
十
日

ω

賞
金
等
・
:
ズ
パ
リ
賞
(
最
も
近

五
万
円
一
人
一
等
三
万

二
等
二
万
円
二
人
三
等

三
人
四
等
八
千
円
四
人

五
千
円
五
人
六
等
記
念

発

表

:

・
十
二
月
、
入
賞
者

通
知
し
ま
す
。

。

〈
参
考
〉

マ
五
十
年
十
月
一
日

二、

O
一

七

、

五

六

四

人

山

マ
五

十

三

年

十

月

一

日

山

一一、

O
五

入

、

九

二

三

人

向

マ
五

十

四

年

十

月

一

日

目

一一、

O
七

O
、

九

七

三

人

目

県
民
手
帳
(
同
年
版
)
を
予
約
受
付
中

〈
企
画
調
整
課
統
計
係
官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
2
8
v

毎
年
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
、
ご
愛

用
い
た
だ
い
て
い
る
県
民
手
帳
五
十

六
年
版
の
予
約
受
付
を
始
め
ま
し
た

身
近
か
な
情
報
、
役
立
つ
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
の
県
民
手
帳
は
、
。
き
や

(
す
く
、
見
や
す
い
大
型
版
で
す

)

ま
た
、
五
十
六
年
版
は
、
統
計
情

国ia市
分

寺

史

跡

資爪
料ム

堅固

役

報
を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
資

料
編
を
充
実
し
ま
し
た
ぜ
ひ
こ
愛

用
く
だ
さ
い
。

頒
価
・
:一

冊
、
一
二
百
円

配

布

・

ト

二
月
上
旬
の
予
定

予
約
締
切
日
・
-
九
月
-
一十
日
出

t、4、司

所
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「3市民トイレ、の設置場所が「

」一一部変わりましだ一」

r~~ 
まく

、見

五や

i土士年大
版型
は版
で
統す
言十
a情

も
な
く
実
施
で
き
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

上小衛生施設組合で係員の説明を聞 く皆さん

月
25 
日
申休)
しま
込で 1

もに l
LJ 

ノ
川
年
行

っ
て

い
ま
す

「
市
の
地
設
を

見
る
会
」
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

市
の
胞
設
な
ど
を
知
る
ふ
い
機
会
で

す
し
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
信

泌
凶
分
寺
資
料
館
な
ど
、
新
し
い
地
設

も
こ
は
に
な
れ
ま
す
の
で
、
ご
近
所
、

友
人
を
誘
い
ん
口

っ
て
お
気
料
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
お
一
人
で
も
け
つ
こ
う
で

す
。

参
加
料
は
無
料
で
す
。

定

員

・
:
各
コ
ー
ス
と
も
四
十
丘
名

申
し
込
み
締
切
日
・
:
九
月
二
十
一
中
日
制

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
:
・
叫
書
課
秘

常
広
報
係

「市民トイレ」は、松尾町、 iM野町、大予町の

商1苫などのご好，立により |刻版されていますが、

このたびその一郎が変史ーになりました o

....1毎軒町...ifげ í'町商 r，1~街振興組合海野町民1・ -4:[場

↓ 

ill.上野町会館(1 1;許)

使用できる H与聞は、開館中の午前 9

u寺から午後 711年までです。

手呈日とスコ見学

Cコース

市

役

上国;市

分

寺

史役

護跡

学日公

校堅固所

田

養

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

10月 3日後)

染

浄

屋

水

図

書
婦

働

人

の

市

役

市

役

Bコース

防

空園長消
長分
境寺
改
史

善
セ跡

/ 資爪

タ型ム
| 竺園

10月 2日(木〉

事

清

掃

務

下

水

浄

化

セ

ン

タ

ー

市

役

市

役

Aコース

の

、、

み

し

扶

運

動

公

自相信
濃
国

分

寺

史

跡

公

園(
資
料
館
)

護

学

校

染

9月29日(月)

上

田

養

予
約
締
切
日
・
:
九
月
二
十
日
出

場館家所所署

2 : 20 

所

集合 9 : 10 10・40 12・00
8 : 50 

所所園園

集合 9: 20 Ino 12:00 2・20
8 : 50 

昼食
市長との

話し合い
司

9 : 00 10:20 11:30 2:ω 

閣所

4:00 3 : 20 9 : 00 10.: 30 11: 40 3 : 50 3 : 00 



:8月24目、丸子高原カントリークラブ
:で市民チャリテイ ゴルフ大会 〈一般
:の部〉ガ行われまし疋。

j約150名の参加者は、久しぶりの青空の
!下で、のびのびとプレーをしまし芝。

だ 昭和55年 9月1日一一一ーベ6)ー

~ イ寸 時 問
産婦人科名 所 在 地

午 前 午 f表

市川産婦人科 中央4-2-3 (丸堀) 9.00-正午

上田市産院 常磐城5-6-39(西脇) 8.30-11. 00 

共立産婦人科 中央1-6-21 (鷹匠町) 9.00-11. 30 

国立東信病院 緑が丘1-27-21(新屋) 8.30-11. 00 

高橋産婦人科 中央4-1一18 (丸堀) 9.00-正午 1. 30-5. 00 

竹内産婦人科 中央3-15-10 (馬場町) 9.00-正午

豊田産婦人科 中央西2-11-32(下紺屋町) 9.00-正午 3.00-5.30 I 

長岡産婦人科 中央3一7-32 (馬場町) 9.00-11.30 

新美産婦人科 大屋228 (大屋) 9.00-正午

三浦産婦人科 中央3-16-10 (田町) 9.00-正午

三好町産婦人科 御所232 (三好町) 9.00一正午 2.00-6.00 

o豊田産婦人科は毎週木曜日休診、土曜日の受付時間は午前9時から正午、
午後3時から 5時までです。
o国立東信病院は毎週水曜日休診、土曜日の受付時聞は午前8時30分から
10時30分までです。

o上田市産院は毎週水曜日休診です。

9
月
の少
年
出
張
相
談

お知らせ

-・....ーが

婦人検診を実施する産婦人科名と受付時間

• 

市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
・
青
少
年
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
9

九
月
の
少
年
出
張
相
談
を
次
の
と
お

り
聞
き
ま
す
。
市
内
ど
こ
の
地
区
に
お

住
い
の
方
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
き
い
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か

じ
め
市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
-
青
少
年

係
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

と

8
:
・
九
月
十
日
附

畳
の
部

1
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
同

四
時
三
十
分

夜
の
部
H
H
午
後
七
時
か
ら
同
九
時

と
こ
ろ
:
・
中
央
公
民
館

九
時
か
ら
午
後
三
時

と
ニ
ろ
・
:
海
野
町
会
館

展
示
内
容
・
・
・
心
身
障
害
児
者
の
作
品
展

示
、
心
身
障
筈
児
者
施
設
の
紹
介
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
紹
介

応
募
資
格
・
:
市
内
に
住
ん
で
い
る
心
身

障
害
児
者
の
皆
さ
ん
及
び
心
身
障
害

児
者
施
設
の
皆
さ
ん

応
募
締
切
日
・・
・
九
月
三
十
日

ω

。

マ
障
害
者
大
行
進
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

つ
ど
い

十
月
五
日
間
、
障
害
者
の
生
活
圏
を

広
め
る
こ
と
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
ふ

れ
あ
い
を
目
的
に
障
害
者
大
行
進
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
消
防
音
楽
隊
を
先
頭
に
、

午
後

一
時
三
十
分
、
上
田
駅
前
を
出
発

海
野
町
臼
曜
広
場
ま
で
行
進
し
、
日
曜

広
場
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ん

に
よ
る
人
形
劇
や
も
ち
つ
き
会
な
ど
を

行
い
ま
す
。

心
身
障
害
者

作
品
展
示
会
と

障
害
者
大
行
進

えつ報広一
市

で

は

、
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
催

引
で
、
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
妥

印
刷
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
「
心
身
障
害
者

針
作
品
展
」
と
「
障
害
者
大
行
進
」
を
次

岬
イ
必
叩

柏
町
の
と
お
り
計
画
し
ま
し
た
。

昭
第
ぺ

こ

れ

は

市

民

の

皆

さ

ん

に

障

害
者
福

一
祉
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

一

み
ん
な
で
H

あ
た
た
か
い

心
の
£
れ
あ

号
、
つ
ま
ち
H

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
行
わ

れ
ま
す
。

マ
心
身
障
害
者
作
品
展

と
き
・
・
十
月
四
日

ω午
後
戸
時
三
十

分
か
ら
同
五
降
、
十
月
五
日
制
午
前

福
祉
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
1

社
会
福
祉
協
識
会
宮
⑫
2
0
2
5

診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
:
・
市
内
に
住
ん
で
い
る
三
十
歳

以
上
の
婦
人
で
、
子
宮
ガ
ン
の
検
査

を
希
望
す
る
人

受
診
方
法
・
・
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
毎
日
、

右
表
の
医
療
機
関
で
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
受
診
料
千
円
を
医
療
機
関
へ

払
い
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
方
法
:
・
細
胞
診
と
い

っ
て
細
胞
を

取
っ
て
調
べ

ま
す
の
で
無
痛
で
す
。

結
果
の
通
知
・
約

一
週
間
後
、
市
か
ら

受
診
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

そ
の
他
・
検
査
結
果
に

μ特
し
ま
す
の

で
、
生
理
目
、
性
交
、
開
洗
浄
の
笠

日
は
受
診
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

上
岡
市戦
没
者
追
悼
式

婦
人
検
診
で

子
宮
ガ
ン

早
期
発
見
を

社
会
課
社
会
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

昭
和
五
十
五
年
度
上
田
市
戦
没
者
追

悼
式
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
ご
遺
族

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

大
勢
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

と

き

:
九
月
二
十
七
日

ω午
前
十
時

三
十
分
(
十
時
二
十
分
ま
て
に
こ
着

席
く
だ
さ
い
)

と
こ
ろ
-
a
o

上
田
市
民
会
館

九
月
は
「
方
ン
制
圧
月
間
」
で
す
。

ガ
ン
は
、
早
く
発
見
し
治
療
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
市
は
、
下
表
の
医
療
機

関
の
ご
協
力
を
得
て
婦
人
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
受

戸第 822 号
後
期
講
座
の

なた
ひ、商
)工

の会
打ゃ
ち自
上治
げ会
をな
すど
るで
場埋
合火

すは

上
っ
て
い
ま
す
。

次
の
事
柄
で
ご
心
配
の
万
は
、
是
非

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

現
在
使
わ
れ
て
い
る
通
常
切
手
の
テ

サ
イ

/
は
、
「
も
う
一

正
夫
ほ
し
い
」

と
の
お
客

特
別
主
主
保
険
マ
同
第
4
4
M

刊
特
別

主
左
保
険
門
川
第
三
併
特
別
養
老
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ヒマ
分'じ
台き笠

品f!書
五JI者
時開 ~
b AA 
十 tu展
月午
五後
日一
(fll時
午二
前十

-第

後

受 3
講座
壬の
を
募
集

第抑
制
勤
労
背
少
年
ホ
ー
ム
で
は
J

干
九
歳

問
削
ま
で
の
勤
労
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

昨
制
後
期
講
座
(
十
月
か
ら
三
月
)
の
受
講

M
H

内。
河
川
市
生
を
必
集
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
皆
さ

一

ん
は
、

九
月
二
卜
日

ωま
で
に
来
館
の

一

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

だ

マ

料

理

教

室

、
え
コ

l
ス
:
・
月
、
火
、
水
曜
日
コ

ー
ス

つ

定

員

・:
各
コ

l
ス
と
も
二
卜
凹
名

ーー・

(定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
)

章

受

講

料

:・千
五
百
円

(六
か
月
分
)

広

マ

茶

道

教

室

(
江
戸
下
家
)

一

コ

l
ス・
:
火
附
日

コ
ー
ス

一

定

員

:
・
男
女
各
六
名

(定
貝
に
な
リ

一

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
)

一
受
講
料
・
:
三
千
円

(
六
か
月
分
)

口
u
'
i
 

日川凸ヨ年p、u
p町
U和刀ロ

『

t
J

「

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

宮
⑫

7
1
1
7

は
な
ぴ
煙
火
の
打
ち
上
げ

許
可
申
請
は

少
な
く
と
も
十
目
前
に

商
工
繰
商
工
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
3

こ
の
七
月

一
日
か
ら
、
火
薬
矧
事
務

の
一
部
を
市
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

ル
反
響
し
ま
す
グ

て
、
生
理
目
、
性
交
、
腿
洗
浄
の
翌

日
は
受
診
を
避
け
て
く
だ
さ
い

。

広
場
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ん

に
よ
る
人
形
劇
や
も
ち
つ
き
会
な
と
を

行
い
ま
す
。

商
工
会
や
自
治
会
な
ど
て
煙
火
(
は

な
び
)
の
打
ち
仁
げ
を
す
る
場
合
、
す

べ
て
届
け
出
カ
必
要
て
す
が
、
煙
火
の

大
き
き
ゃ
数
量
に
よ
っ
て
は
、
許
可
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

許
可
証
を
発
行
す
る
ま
で
に
は
、
消

防
署
や
箸
察
署
で
現
場
調
査
の
後
、
意

見
書
が
出
さ
れ
ま
す
の
で
、

十
日
ぐ
ら

い
は
か
か
り
ま
す

。
余
裕
を
も
っ
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

許
可
申
請
書
に
は
、

現
場
付
近
見
取

り
図
(打
ち
上
げ
場
所
を
中
心
と
し
て、

人
家
、

社
寺
、
人
の
集
ま
る
場
所
、
煙

火
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
道
路
か
ら
安
全

な
距
離
を
記
入
な
ど
)
の
ほ
か
、
県
証

紙
を
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

行
方
不
明
の
人
を
捜
す

相
談
所
を
開
設

答
察
で
は
、
九
月
一

日
か
ら
同
月
三
十

日
ま
で
の
一
か
月
間
、
次
の

と
お
り
「行

方
不
明
の
人
を
慢
す
相
談
所
」
を
開
設

し
、
身
元
不
明
の
ま
ま
郎
幹
ら
れ
て
い
る

無
縁
仏
が、

一
体
で
も
多
く
家
族
の
も

と
に
引
き
取
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

身
一応
不
明
の
ま
ま
葬
ら
れ
て
い
る
不

幸
な
人
は
、
昭
和
凶
十
年
以
降
、
本
年

瓦
月
末
現
佐
県
内
で
は
百
五
十
三
体
、

全
国
で
は
二
万
七
千
百
一
ム
十
八
体
に
も

関
の
ニ
協
力
を
得
て
婦
人
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
受

上
っ
て
い
ま
す
。

次
の
事
柄
て
ご
心
配
の
方
は
、
是
非

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
理
由
か
な
い
の
に
家
出
し
た
。

マ
長

い
間
、
消
息
が
わ
か
ら
な
い
。

マ
自
殺
の
お
そ
れ
が
あ
る
。

相談所開設の日時及び場所

日 H寺 場 所

9月1日から 9月30日まで

平日午前8時30分~ 警察本部鑑識課(県庁9階)

午後5時15分
電話 32-1251 

土日記日 午前8時30分~正午

ただし、日H桜日・4兄日と 3日、 内線 2363 

4目、 8日、10日、12日は除〈 。

9月10日附午前9時~午後4時
上回答察署駅前警察官派

出所 電話 22-8613

郵
便
局
か
ら

お
知
ら
せ

切
手
収
集
の
皆
さ
ん
に

耳
よ
り
な
お
話

〈
上
田
郵
便
局
郵
便
謀
宮
⑫

2
2
7
6〉

切
手
収
集
は
、
と
も
す
れ
ば
美
し
い

特
殊
切
手
が
中
心
と
な
り
、
日
常
使
わ

れ
て
い
る
通
常
切
手
は
見
過
ご
し
が
ち

に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
使
わ
れ
て
い
る
通
常
切
手
の
デ

ザ
イ

ン
は
、
「
も
う
一
工
夫
ほ
し
い
」

と
の
お
す
合
同
僚
の
要
望
も
あ
っ
て
、
郵
政

省
で
は
テ
サ
イ
ン
改
-止
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
通
常
切
手
は
印
刷
や
発
行
が
中

止
に
な
り
ま
す
と
、
特
殊
切
手
の
何
倍

も
収
集
が
困
維
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
上
回
郵
便
局
で
は
、
い
ず
れ

発
行
さ
れ
な
く
な
る
通
常
切
手
を
、
二

円
か
ら
千
円
ま
で
三
十
五
種
類
取
り
そ

ろ
え
、
保
存
し
や
す

い
台
紙
に
は

っ
て

販
売
中

τす
。
ムリ
紙
は
三
間
傾
で
、
①

動
楠
物
通
常
切
手
帳

・
十
九
日開
、
②
重

要
文
化
財
通
常
切
手
帳

・
丘
閥
、

③
国

宝
通
常
切
手
帳

・
六
橋
、
あ
わ
せ
て
四

千
三
百
七
円
と
な
り
ま
す
。
上
回
郵
便

局
窓
口
に
見
本
が
提
示
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
覧
の
?
え
郵
便
課
窓
口
へ
ご

注
文
く
だ
さ
い
。

簡
易
保
険

約
款
の
一
部
改
正

郵
政
省
で
は
、
高
齢
化
社
会
に
対
応

す
る
た
め
、
簡
易
保
険
の
加
入
年
齢
の

上
限
引
き
上
げ
な
ど
、
簡
易
生
命
保
険

約
款
の

一
部
改
正
を
九
月

一
日
か
ら
実

地
し
ま
す
。

主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
加
入
年
齢
の
上
限
引
き
上
げ

次
の
保
険
の
加
入
年
齢
を
丘
歳
引
き

上
げ
て
、
十
五
歳
か
ら
丘
十
五
歳
と
し

ま
す
。

マ
全
期
間
払
込
十
立
年
満
期
第

一一
間

と
こ 席三
ろ く オ
fごう
上さ 戸
田い イ
市 ) 住

民二
dλ . 
E 寸

館 う

特
別
養
Z
保
険
マ
阿
第
二
併
特
別

養

Z
保
険
マ
同
第
三
紙
特
別
主

E

U

本
険

。
昨
年
に
引
き
続
き
保
険
料
引
き
ド
げ

次
の
保
険
の
予
定
利
率
を
年
4
・4

%

(
現
行
年
五
%
)
に
改
め
、
保
険
料
を

引
き
下
げ
ま
す
。

マ
全
期
間
払
込
二
十
年
満
期
養
老
保

険
マ
同
第
一
一
概
特
別
養
左
保
険
マ

同
第
二
位
特
別
養
老
保
険
マ
同
第

三
種
特
別
養
老
保
険

中
電
料
理
教
室
の

受
講
生
を
募
集

中
部
電
力
棚
上
国
営
業
所

サ
ー
ビ
ス
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

宮
⑫

1
2
4
0

中
部
屯
カ
で
は
、
婦
人
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
次
の
と
お
り
料
理
教
室
の
受
議

生
を
必
集
し
ま
す
。
お
早
自
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

と

き

・
:
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
第

一
、
第
三
木
曜
日

(
計
六
凶
実
地
)

午
後

一
時
三
卜
分
か
ら
同
三
時
三
卜

分
と
こ
ろ
:・
中
部
屯
力
側

k
m
営
業
所
会

議
集

会

費

・

材
料
代
と
し
て

一一
凶
間
百
円

程
度

定

員

・:
三
十
名

(定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
)



同
和
地
区
の
人
び
と
の
解
放
へ
の
自

社
会
主
義
思
想
が
伝
え
ら
れ
、
い
っ
そ

ざ
め
は
、
ま
ず
教
育
に
あ
っ
た
と
思
い

う
地
区
の
人
び
と
は
自
由
や
人
権
に
固

ま
す
。
明
治
五
年
学
校
制
度
が
で
き
、

さ
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

古
い
寺
小
屋
か
ら
新
し
い
小
学
校
に
変

明
治
三
十
五
年
関
西
地
方
を
中
心
に
、

わ
り
、
だ
れ
で
も
教
育
は
受
け
ら
れ
る

同
和
地
区
内
人
び
と
自
身
の
・
手
に
よ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
同
和
地
区
の
子
ど
も

解
放
送
動
も
は
じ
め
て
雌
り
上

っ
て
き

た
ち
は
ど
う
だ
つ
た
で
し
ょ
う
か

。

ま

し

た

。
そ
し
て
各
地
に
団
体
が
結
成

貧

し

い

た

め

貸

用

が

払

え

ず

出

せ

な

さ

れ

ま

し

た

。
そ
の
中
で
も
三
十
六
年

か
っ
た
折
、

山
そ

う

と

し

て

も

村

役

人

大

阪

で

「

大

日

本

同

胞

融

和

会

」
の
創

が
い
わ
ゆ
る

一
般

の

ず

ど

も

と

学

ば

せ

立

大

会

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

こ
れ
は
全

な

い

た

め

に

学

校

に

出

さ

な

い

よ

う

に

国

的

な

部

終

改

善

運

動

を

目

的

と

し

た

説

得

し

て

歩

い

た

市

如

実

も

あ

り

、

ま

た

も

の

で

、

差

別

さ

れ

る

の

は

部

必

の

側

明
治
中
ご
ろ
に
な

っ
て

も

枕

学

免

除

と

に

原

因

が

あ

る

と

い

う

p
fえ
方
に
立
つ

し

て

お

い

た

と

こ

ろ

な

ど

が

、

長

野

県

運

動

で

、

こ

と

は

づ

か

い

を

改

め

た

り

に
も
あ

っ
た
わ
け
で
す
。

で
は
、
解
放
運
動
と
し
て
組
織
的
な

教
養
を
身
に
つ
け
た
り
環
境
を
よ
く
す

し
か
し
新
し
い
時
代
に
な

っ
て
、
同

活
動
は
い
つ
ご
ろ
で
し
ょ
う
か
。

れ

ば

差
別
は
な
く
な
る
と
い
う
も
の
で

和
地
区
の
人
び
と
の
教
育
に

対

す

る

則

明

治

三
ト
年
ご
ろ
か
ら
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

し

た

。
北
佐
久
の
あ
る
村
に
で
き
た
矯

民
河
川
河
×
×
×
同
同
紙
同
河
川
河
河
湾
河
川
M
岡
阿
何
気
減
試
河
民
河
河
肖
×
河
川
河
河
川
河
湾
紙
同
×
×
川
河
河
川
河
川
河
湾
民
河
川
河
湾
減
何
回
再
×
湾
紙
×
×
v
R
河
河
川
河
岡
純
M
U

V
日
信
工
業
労
働
組
合
樟

活
語
入
場

V
山
越
完
吾
梯

(中
野
区
)
石
け
ん
五

啓
助
様

(
下
塩
尻
)
排
球
用
採
点
板

券
半
枚
、
映
画
試
写
会
招
待
状
二
枚
十
五
州

(
こ
ん
)
生
活
保
護
者
及
び
西
部
公
民
館
へ

乏

人

ホ

ー

ム

の

皆

さ

ん

へ

福

祉

施

設

の

皆

さ

ん

へ

V
株
式
会
社
ほ
せ
ん
堂
樟

う
ち
わ
五

V
親
馬
会
様

一
万
三
千
八
百
五
十
四

V
遠
藤
利
治
樟

(中
央
東
)
冷

水

水

飲

百

五

十

本

福

祉

施

設

へ

円

社

会

福

祉

事

業

資

金

と

し

て

器

西

庭

球

場

ヘ

マ
合
資
会
社
堀
内
染
工
場
織

の
れ
ん

V
山
辺
友
安
樟

(
踏
入
二
)
東
芝
カ
ラ

V
宮
下
安
意
織

(富
士
見
市
)
鉱
石
標

三
百
六
十
枚
老
人
家
庭
、
乏
人
福
祉

|
テ
レ
ビ

一
行

布

施

設

用

と

し

て

本

な

ど

千

六
百
四
十
五
点
博
物
館
ヘ

マ

J
t
(
(
(
t
)
)
)
h
(
t
i
t
(
1

一

「
留
袖
-
を
新
調

V
清
水
国
太
郎
様

(
桜ム口
)
絵
画
四
点

V
若
実
会
機

九
千
三
百

十

円

社

会

~

-
古

事

」

〈
手

-E

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

西
部
公
民
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

一

結

婚

衣

裳

を

お

貸

し

し

ま

す

館
、
市
民
会
館
へ

V
上
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
措
上
回

一

〈

上

田

市

婦

人

団

体

連

絡

協

議

会

〉

V
柳
沢
は
る
子
様

(
漆
戸
)
手
芸
作
品

東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
横

太
陽
電
池

一一

上
田
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
で
は
、

鼓

(
ケ
ー
ス
付
き
)

農
村
環
境
改
善
式
両
面
時
計

一
基
、
サ
ツ
キ
・
ツ
ツ

ジ

~

日一結
崎
衣
装
め
町
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま

セ

ン

タ

ー

へ

訂

五

十

本

仁

旧

公

開

へ

-

'v
日
精
株
式
会
社
様

文
鋲
(
信
泌
国

V
小
松
商
唐
様

悔
づ
け
丘
時
(
た
る

)

1

本
年
は、

四
十
段
前
後
り
方
に
よ
い

分
寺
跡
出
土
鋭
瓦
紋
係
)
四
百
八
十
例

福

祉

施

設
へ

れ
る

「
留
袖
」
を
新
調
し
ま
し

信
濃
国
分
寺
資
料
館
へ

V
佐
麓
祐
四
郎
織

(
下
回
祖
尻
)
、
本
道

だ 昭和55年 9月1日一一一ーベ8)一一

基本的

E里解のために

えつ

| 同和問題を考える | 

報広川
刑
次
の
皆
川
僚
か
ら
仙
か
い
ご
寄
付
を
い

幻
必
間
拘
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

詰

ま

す

。

………山
V
守

栄

真

機

(点
前
山
)
イ
チ
イ
rl

一

本
信
泌
国
分
寺
資
料
館
室
内
用
と
し

一

て

一

V
浜
村
一
彦
様

(
常
磐
城
二

)
古
い

小

号

引

手

押
し
消
火
ポ
ン
プ
一
台
、
火
事
場

2

用
カ
ブ
ト

一
一
側
、
手
儲
蝉
消
火
器
二
桁

A
y
b
 
8

消
防
会
館
M
収
不
用
と
し
て

第

曹
小
島
茂
掴
陣
織

(中
央
商
二
)

エ
レ

ク

戸

ト
l
I
t
ム

H

Z
人
悩
祉
セ

ン
タ
ー

へ

ご
寄
付
お
礼

号一

待
は
大
き
く
、
地
区
の
有
力
者
や
学
聞

の
あ
る
人
が
向
分
の
家
を
開
欣
し
て
教

育
に
当

っ
た
り
、
県
内
各
地
で
同
和
地

区
だ
け
別
に
学
校
を
作
る
と
か
、
と
く

に
同
和
地
区
の
子
ど
も
が
、
い
わ
ゆ
る

一
般
の
チ
ど
も
と
同
じ
学
校
で
学
ば
せ

る
こ
と
を
、
県
知
事
に
削
い
出
て
実
現

し
た
ヒ
水
内
の
あ
る
地
区
も
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
大
き
な
働
き
を
し
た
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
背
し
い
生
活
の
中
か
ら

こ
れ
を
な
し
遂
げ
た
の
で
す
か
ら
教
育

に
対
す
る
熱
意
と
努
力
は
す
ば
ら
し
い

も
の
が
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

く
い
、
綿
ア
メ
、
焼
き
鳥
な
ど
の
屋
台

の
ほ
か
、

お
は
け
屋
敷
も
あ
り
、
ど

こ

2 

風
報
徳
社
主リ
年
同
志
会
な
ど
が
そ
れ
て

す
。
風
紀
を
よ
く
し
て
差
別
を
さ
れ
な

い
よ
う
に
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

す
る
と
こ
の
当
時
の
活
動
の
中
心
は

部
落
改
善
と
い
う
ニ
と
で
す
ね
。

部
活
の
環
境
を
よ
く
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
方
法

と
し
て
は
、
同
和
地
区
を
分
散
移
住
さ

せ
る
と
か
仕
事
を
与
、え
る
と
か
、
い
わ

ゆ
る
一
般
の
人
び
と
と
交
際
を
よ
く
す

る
と
か
衛
生
を
よ
く
す
る
公
の
仕
事
に

も
つ
け
る
よ
う
に
す
る
と
い

っ
た
こ
と

な
ど
が
唱
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

上
か
ら
思
恵
と
し
て
や

っ
て
や
る
と
い

う
考
え
方
が
強
か

っ
た
わ
け
で
す
。

つ
づ
く

尺
民
対
河
川
河
川
河
川
河
民
vm河
何
気
反
省

施
設
へ

V
匿

名

十
万
円
城
下
保
育
闘
繁

備
の
た
め

V
匿

名

十
二
万
円

業
資
金
と
し
て

社
会
福
祉
事

た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ほ
か

の
衣
装
も
手
入
れ
を
し

て
あ
り
ま
す
の
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

申
込
先
:
・山
浦
源
子

中

央
商

一
l
一

五

(九
堀
)
含
③
2

9
0

0
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悔
づ
け
丘
同
時
(た
る

一U
Z、
四
ト
歳
前
後
の
ち
に
よ
い

申
込
先

山

Z
F
E西一

一
と
思
わ
れ
る

「
留
袖
」
を
新
調
し

h
い1
1
五
(
丸
姻
)

宮
@
2
9
0
0

ν川
川
会
館
以
e

小
川
と
し
て

第

-v
小
島
茂
嘩
練

中
火
内
，

二

エ

レ
ク

r

e

/

4

J

υ

z

a

j

仙
祉
』
f
f
/

タ

|

へ

'v
日
精
株
式
会
社
様

文川町

(
伯
泌
凶

分

Br
跡
山
i
的
九

μ
体
)
問

f
八
十
阿

倍
濃
凶
分
寺
資
料
館
へ

V
小
松
商
唐
様

同
社
地
設
へ

V
佐
藤
祐
四
郎
機

(
下
塩
尻
)
、
本
道

号~

〈
い
、
綿
ア
メ
、
焼
き
鳥
な
ど
の
屋
台

の
ほ
か
、
お
ば
け
屋
敷
も
あ
り
、
ど
こ

も
順
番
待
ち
の
長
い
列
が
で
き
る
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

ま
た
ビ
ア
方
|
デ

ン
広
場
で
は
、

ボ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
生
演
奏
も

あ
り
、
み
ん
な
の
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

822 

年
々
盛
大
に
・
・
・

第一

こ
と
し
で
四
回
目
を
迎
え
た
「
ふ
る

一

さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
八
月
十

抑
制
四
日
の
夜
、

川
西
公
民
館
で
聞
か
れ
、

問
酬
お
盆
で
帰
省
中
の
若
者
も
顔
を
見
せ
る

年
釦
間
締
な
ど
、
三
千
人
以
上
の
人
出
で
に
ぎ
わ

尉制
H
q
d

昭
大た

い
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、

地
元

の
青
年
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
り
、
二

か
月
も
前
か
ら
準
備
を
進
め
て
い
た
も

の
で
す
。
当
日
の
会
場
に
は
、
金
魚
す

V
暗
や
み
か
ら
突
然
・
:
納
涼
に
は

お
ば
け
屋
敷
が
一
番

4

司
チ
ビ
ツ
コ
た
ち
は
夢
中
に
な
っ
て
金

魚
す
く
い
に
興
じ
て
い
ま
し
た
。
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、，、--企お母さ んの声援を受け、スイカめざして一直線
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(
ヒ
月
三
卜
一
日
現
在
)

次
め
地
口
さ
ん
か
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ζ

め
い
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

え

坂
中
才
野
さ
ん

南
波
信
行
さ
ん

中
村
な
み
い
さ
ん

中
村
栄
美
子
さ
ん

雌

沢

笑

さ

ん

常
入
一
丁
目
(
常
入
束
)

西

沢

保

さ

ん

岩

下

飯
品
取
附
さ
ん

中
央
三
丁
目
(
下
房
山
)

内
山
口
升
さ
ん

院

内

下
室
釘

中

村

朝
日
ヶ
丘

号一一一(問蹴釘)一一広報う
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七七七
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七四
八八

八
六

⑩ 

常
国
二
丁
目

(中
常
国
)

宮
下
幸
男
さ
ん

中
央
束
(
上
川
原
柳
町
)

山
科
幸
蔵
さ
ん

中
央
四
丁
目
(
木
町
)

熊
井
七
郎
兵
衛
さ
ん
神
科
新
屋

山
岸
三

国

さ

ん

中

村

邑
上
一一房

子

守

ん

岩

下

若

山

箕

嘉

九

さ

ん

奈

良

尾

竹
内
今
朝
人
さ
ん

中
央
二
丁
目
(
北
常
田
)

問
中
利
雄
さ
ん

大
手
一
丁
目
(
末
広
町
)

石
沢
清
司
さ
ん

中
央
五
丁
目
(
下
房
山
)

村

井

隆

智

き

ん

倉

升

武

舎

功

き

ん

森

丸

山

新

右

衛

門

さ

ん

築

地

滝

沢

か

つ

よ

さ

ん

金

剛

寺

西

沢

そ

い

さ

ん

中

村

関
房
次
郎
さ
ん

早いほどよい国民年金の加入

市では、国民年金の未加入者に加入

促進を勧めていますが、お心当りの方

Il早〈手続きを済ませてください。

国民年金は、 20歳から60歳までの人

で厚生年金など他の公的年金制度に入

っていない日本国民が、 すべて加入す

る国営の年金制度です。(サラリーマ

ンの奥さんは任意です。)

国民年金に加入して、最低 l年以上
七。

天
神
三
丁
目
(
泉
平
)

河
口
キ
ク
さ
ん

川
辺
町

北

村

司

さ

ん

常
磐
城
四
丁
目
(
生
塚
)

中
島
ま
さ
さ
ん

山

口

太
田
以
止
さ
ん

材
木
町
二
丁
目
(
材
木
町
)

中

村

く

み

さ

ん

下

之

条

坂
戸
元
尾
さ
ん

中
央
四
丁
目

(木
町
)

堀

内

邦

吉

さ

ん

五

加

春
原
礼
子
さ
ん

中
央
四
丁
目
(
上
紺
屋
町
)

小
宮
山
利
助
さ
ん

中
央
四
丁
目

(柳
町
)

荒

井

豊

さ

ん

緑
が
丘
一
丁
目
(
緑
が
丘
)

回
玉
高
蔵
さ
ん

大
手
一
丁
目
(
末
広
町
)

折
井

栄
さ
ん

大
手
一
丁
目
(
大
手
町
)

九
七四七六七
O 七八三九

七七
八

七七七七七七
八七八五一四

保険料を完納していれば、障害、母子、

準母子、遺児などの年金が受けられま

すし、 25年以上加入すれば、 65歳にな

ると老齢年金が受けられます。加 入は

早ければ早いほどよいわけです。

20歳になっ た人、 他の公的年金をや

めた人はも ちろん、国民年金へ入るは

ずの人でま だ未加入の人は、すぐに市

役所国保年金課国民年金係へおいでい

ただき 、手続きをしてください。
七
三
七
九

市
村
正
清
さ
ん

川
上
み
や
め
さ
ん

中
央
四
丁
目
(
木
町
)

保

屋

野

な

を

子

さ

ん

保

野

宮
下
文
子
さ
ん
み
す
ず
台
南

堀

清

こ
さ
ん

下
室
賀

田

中

正

広

さ

ん

福

田

関

瓢

さ

ん

中

組

三

井

真

司

さ

ん

金

剛
寺

小
宮
山
彰

一

さ

ん

五

加

小

出

志

げ

よ

さ

ん

中

吉

田

清

水

ょ

う

さ

ん

伊

勢

山

宮

沢

清

さ

ん

吉

田

野
田
た
つ
よ
さ
ん

中
央
北
三
丁
目
(
新
田
)

土

肥

き

か

江

さ

ん

岩

下

池

田

弥

生

き

ん

院

内
手

六
五
七
二

九
二
六
八

八七
ーーー ノ、

五七
0 

)¥ 

七
九八

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
白
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

塚

ハ五

工
藤
正
人
さ
ん

小
池
久
江
さ
ん

伊

藤

喜

さ

ん

中
央
北
一
丁
目

(新
田
)

金
井
ユ
ウ
さ
ん

山

田

竹

下

と

み

の

さ

ん

山

田

柄

沢

き

ち

よ

さ

ん

大

白

木

吉

野

忠

友

さ

ん

手

塚

柳
沢
ふ
で
さ
ん

常
磐
城
六
丁
目
(
常
磐
町
)

金
沢
保
平
さ
ん

中
央
西

一
丁
目

(上
紺
屋
町
)
九

O

宮
原
正
光

き

ん

川

辺

町

四

五

北

島

由

雄

き

ん

諏

訪

形

八

五

黒
沢
ぶ
ん
さ
ん

中

組

九

二

内

田

奥

治

さ

ん

仁

吉

田

六

八

龍

野

光

さ

ん

石

神

七

O

塚組

手下

ニニノ、
八四

五八八七 七 七六七七
九 五五八 O三五九八 O 四

八
六
七
O
九
三
九
一
七
六、[、

ノ
-/

七八八
八五七

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

で

か

ら

だ

を

き

た

え

、

教

養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。
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